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論文の内容の要旨

　本論文は計算機を用いた情報呈示の一つの手段として，力覚と視覚を統合して人聞の感覚に訴える方法論につ

いて述べたものである。計算機で処理される情報はCRTなどの出力装置に映し出され，マウスなどの入力装置で

ハンドリングされるのが一般的である。しかし，膨大かつ無機的な情報から必要なものを見出すには，人間に呈

示される情報を可能な限り多くすることが重要である。本研究ではこのような観点から，力覚呈示装置によるデー

タの力覚表現，および全方向没入デイスプレイによるデータの全周映像表現を導入している。力覚を導入するこ

との利点は，視覚では表現できない奥行き情報の呈示ができることである。またデータの全方向表示は，人間の

周辺視野情報を補うものである。こうした環境を利用すると，実CT画像から構成される映像と触覚を融合し，ミ

クロの視点から人体内部のデータと相互作用を行うことも可能となる。本論文では，力覚と視覚における具体的

な情報呈示方法について記述し，それらの統合方法について述べている。また応用例として，実際の頭部CT画像

を用いた呈示環境を構築し，その呈示に関する考察をおこなっている。

審査の結果の要旨

　本研究は力覚のボリュームレンダリングと視覚の没入型ディスプレイという新しい感覚情報呈示手法を提案し

ており，十分な新規性が認められる。そして，それらを統合したシステムの構築手法を述べ，その有効性を評価

実験を通じて確認している。この統合システムは実際の医療データに対して応用可能であることが示され，将来

的な発展が期待される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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